
J
I
C
A
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
５
優
秀
作
品
集

J
I
C
A
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
５
優
秀
作
品
集

高
校
生
の
部

高
校
生
の
部

14 15● 高校生の部 高校生の部 ●

　私は今、十一月にブラジルで開かれるCOP30に参加する予定だ。高校

生である私が国連の気候変動会議に出席できるのは、国連大学のプログ

ラムを通じて環境問題に向き合ってきたからだ。最初は「自分にできるこ

となんて小さい」と思っていたが、能登半島地震での被災体験や、インド

ネシアでの交流を経て、「小さな主観の積み重ねが世界を変える」という

確信を持つようになった。

　能登地震の後、私は水の研究に没頭した。珪藻土を使ったろ過実験

で、水の色や成分が少しずつ変わっていく様子を顕微鏡で確かめる作業

は地味だが、そこには確かな手応えがある。災害時に役立つだけでなく、

世界中で安全な水を必要とする人々にもつながるかもしれない。その研

究成果を地域の人に話したとき、「能登での経験が、世界の水問題とつな

がっている」と気づいた。

　ただ、科学だけでは届かないものがあることも知った。インドネシアの

孤児院を訪れたとき、私は最初「与える側」だと思い込んでいた。しかし、

子どもたちと折り紙を折り、日本の唐揚げを分け合って食べたときに気づ

いた。私が一方的に「与える」より、同じものを囲んで笑い合う時間のほう

が、よほど心をつなげていたのだ。特に、子どもたちと机を囲んで一緒に

食べたおにぎりの味は忘れられない。硬く乾いた米粒だったが、みんなで

笑いながら食べると不思議と温かかった。幸せは与えるものではなく、共

に分け合うものだと、あのおにぎりが私に教えてくれた。

　その一方で、同じインドネシアでも別の地域では「宗教上の理由でこれ

は口にできない」と言われ、驚いたことがある。私にとってはただの食べ

物でも、相手にとっては信仰と結びついた意味を持っている。さらに話を

聞けば、同じ国の中でも地域や家庭によって考え方は異なることも分

かった。国が変わればなおさら、宗教や歴史、文化、生活習慣といった背

景が違い、それぞれの主観を形づくっている。誰かにとっての当たり前

が、別の誰かにとっては大切な信念やタブーになる。その多様さに触れた

とき、私は「主観こそが課題を考える出発点なのだ」と実感した。

　国連大学のプログラムでは、各国の高校生が集まり、環境問題につい

て議論した。水不足を「農家の効率化」と語る人もいれば、「文化の継承」

と結びつける人もいた。客観的なデータやＳＤＧｓの指標は同じでも、主

観の違いによって導き出される答えは大きく異なる。私はそこにこそ未来

を切り開く力があると思った。

　地域のＮＰＯでも、私は「学びの個別最適化ＡＩ」を推進する活動に関

わった。発達特性のある子どもや、家庭の事情で学びに遅れがちな子が、

自分のペースで学べるようにＡＩを活用する取り組みだ。誰一人取り残さ

ない教育を探る中で、子どもが自分の“主観”を大切にしながら学べる環

境をつくることが、未来の社会に直結すると実感した。また子ども食堂

で、地域の大人と子どもたちが一緒に食卓を囲む場面にも同じ力を感じ

た。そこには数字では表せない「安心」や「居場所」があった。

　世界の幸せを考えるとき、客観的なデータや国際的な目標はもちろん

大切だ。しかしそれだけでは人の心は動かない。大切なのは、自分の体験

や感情という主観を差し出し合うことだ。主観があるからこそ共感が生ま

れ、共感があるからこそ行動が広がる。能登の地震で感じた不安、インド

ネシアで一緒に食べたおにぎり、宗教的背景から見えた違い、研究で見

えたわずかな水の透明度の変化、そして地域での子どもたちとの学び。こ

れらはすべて私の主観だが、それを語り合うことで他者と未来を結びつ

けることができる。

　ＣＯＰ30では、世界各国の若者と共に議論する。私はそこで「科学的な

客観性」と「自分自身の主観」を重ね合わせ、世界の幸せをどう編んでい

けるかを考えたい。

　私は看護師の母の影響で、幼い頃から医療や健康に関心を持ってい

た。小学３年生のときに読んだマザーテレサの伝記が、世界には予防でき

る感染症や健康問題で命を落とす人々が多く存在することを知る契機と

なり、途上国の健康問題に関心を持った。そのため、中学入学後は、タン

ザニアで医療・健康支援を行うNPO団体の活動への参加や、日本の病院

でのボランティア、募金活動などを通して、医療格差とその解決に向けた

方法を模索してきた。しかし、活動を続ける中で、「一時的な物資支援は、

根本的な問題解決になるのか？」という疑問が生まれた。持続可能な支

援のあり方を考えるうちに、一方的な支援ではなく、現地の人々の生活や

価値観を尊重し、地域と協力して健康を築くことが大切なのではないか

と考えるようになった。その思いから、今年の夏、約２か月間タンザニアに

渡航した。現地では、まず地域の人々 に手洗いの際に石鹸を使用するかな

ど健康意識調査を行ったが、日本人と大差なく、健康意識は高かった。一

方で、水道がある場所でも石鹸が置かれていないことが多く、意識は

あっても実践できない状況が課題であると知った。また、マサイ族の子ど

もたちが通う幼稚園では、水や電気のない児童の住居を訪問した。幼稚

園の先生の協力を得ながら、マサイ語で行ったインタビューでは、「一日一

食しか食べられない」「経済的に厳しく、服や石鹸を買う余裕がない」とい

う家庭が多いことが分かった。こうした中で、少しでも手洗いを習慣化で

きる方法は何か考え、キッチンペーパーと石鹸を使った紙石鹸作りのワー

クショップを行った。幼稚園ではリキッドソープを子ども一人一人に提供

することは難しくとも、数十円で購入可能なキッチンペーパーにソープを

塗布して乾かすことで、低コストで持ち運び可能な簡易石鹸を大量に作

ることはできると考えた。実際に３～４歳の子どもたちと作成してみる

と、泡立ても簡単で、楽に使うことができた。何回か作成すると材料を渡

すだけで子供たちが自主的に作成・使用できるようになり、帰国後も、現

地の先生から「紙石鹸また作ったよ」と動画が届くなど、手洗い習慣の定

着が見えてきている。また、町では子どもたちが野菜や果物の販売、畑仕

事をしている様子が多く見られる。最初は「児童労働では…」と思ったが、

街頭調査から野菜や果物の栽培・販売は日本より一般的なことなのだと

わかった。そのため、プラスの側面からそれは彼らの“生活力”でもあると

考え、子どもたちと一緒に畑を作り、飼育している鶏の糞からできた堆肥

で野菜の苗を育てる活動を行った。タンザニアでは子供を中心に深刻な

栄養失調問題が今も見られる。その中で、食料の配給ではなく、地域資

源と子どもたちの生活力を活用した、彼らの生活スタイルに合う持続可

能な健康づくりに取り組んだ。更に現地の病院のNICUの医師に聞き取り

調査を行うと、健康課題以前に、母親が育児と就労の両立が難しく貧困

に陥るケースが多いことを知った。そこで、母親の就労と育児支援を両立

できる施設の必要性について医師と話し合い、地元の観光客向けにコー

ヒーを高値で販売し、その差額を支援資金に充てる仕組みを考案した。

観光地では、訪問者に向けて、やや高額での販売は一般的で、値段設定

も地域住民の理解のもとで進めている。これは地域の特産物の強みと

健康課題をつなぐ、地域完結型の新たな支援システムへの挑戦だ。最後

に、このタンザニアでの経験から、私は「支援は与えるのではなく、共に

つくるもの」だと実感した。高校生の私には、病気の治療資格も資金もな

い。けれど、地域の人 と々協力し、その土地に寄り添った支援の形を模索

することはできる。小さな一歩でも、自分にできることから行動に移すこ

とで、幸せな生活の基盤となる持続可能な健康づくりに関わることがで

きること、それがわたしにとっての幸せでもあることを強く実感した。

　私は、大学生の姉からベトナムの山岳地帯ランビンで撮られた写真を

見せてもらいました。そこには、十分な机や教室が整っていない環境で、

それでも懸命に学ぶ子どもたちの姿がありました。民族や言語が入り混じ

るこの地域では授業の合間に子どもたちが鬼ごっこをしたり、民族舞踊

を楽しんだりしていました。はじけるような笑顔は、困難な環境でも助け

合いながら生き抜く力を映し出しているように感じられ、私は強く心を動

かされました。

　姉は、ベトナムの教育支援団体の活動に参加しています。私は姉の話

を通して、教育環境に恵まれない子どもたちの現状を知りました。文字が

読めない子がいること、学校まで遠く通うのが大変な子がいること、日本

にいるだけでは想像できない現実が、そこにはあります。それでも子ども

たちは夢を持って学び続けています。「将来の夢は大人になることです」

という子どももいます。病気や地雷で命を落とすこともある中で、生き抜

くこと自体が夢になるという事実に、私は衝撃を受けました。

　姉の活動や現地の子どもたちの話を聞き、私も自分にできることはな

いかと考えるようになりました。そこで学校の友人と相談し、不要になっ

たクリアファイルを集める活動を始めました。福島市のSDGs推進企業

で、回収した不要なクリアファイルを換金してくれる仕組みがあると知

り、その制度を利用して寄付することにしました。私はポスターを掲示し

たり、クラスメイトに呼びかけたりして、学校に回収箱を設置しました。さ

らに駅前の商店街でも協力をお願いしたところ、予想以上に多くのファイ

ルが集まりました。活動をSNSで発信すると福島県外からも「協力した

い」という声が届きました。友人や先生方、地域の方々など、多くの人々に

支えられながら取り組みが広がっていったことに、大きな喜びを感じまし

た。この活動を通して、ベトナムの子どもたちの現状を周囲に知ってもら

えたことは、私にとって大きな喜びでした。身近な行動が、国際的な支援

につながることを実感し、SDGsの理念を頭で理解するだけでなく体験と

して理解できたのです。

　寄付金は現地の学校のトイレ建設費の一部として使われました。以前

は、女子生徒がトイレを我慢して体調を崩し、通学が難しくなることも

あったそうです。完成したトイレの写真には、安心して学べる環境を得た

子どもたちの笑顔がありました。自分たちの小さな行動が、遠く離れた子

どもたちの生活を少しでも改善できたことを知り、私は「誰かの力になれ

るのだ」と実感しました。

　現在、現地の女子生徒たちは裁縫を学び、ベトナムの伝統布を使った

小物を販売する計画を立てています。カラフルで模様も美しい布で、作ら

れた製品には、他にはない魅力があります。私はぬいぐるみのデザインを

考えることに、一緒に関わらせてもらっています。中には、こぶたのぬいぐ

るみもあり、とてもかわいいです。かわいそうだからではなく、「素敵だか

ら買いたい」と思えるような商品づくりを目指しています。ある女の子は

「日本語も勉強したい」と目を輝かせながら語ってくれました。彼女の両

親は、ベトナムの首都ハノイへ出稼ぎに行っていて、障害のある祖母を介

護しながら二人暮らしているそうです。それでも未来への希望を失わず

に頑張っています。その姿に胸を打たれました。姉は仲間とともにSNSで

の広報や販売の効果的な方法を考案しています。今後も私はこの活動に

関わり続けたいと考えています。

　これらの体験を通して、私は小さな行動が世界の子どもたちの未来に

つながることを学びました。そして、学ぶことは自分や誰かの未来を支え

る大きな力になるのだと改めて実感しました。これからも、自分にできる

ことを見つけ、学びを重ねながら、世界の子どもたちの笑顔を広げる一歩

を歩み続けていきます。

「生まれてきてくれてありがとう」

そんな眼差しで出産を終えたお母さんが、差し出された子どもをひしと抱

きしめた。これはタンザニアの医療インターン中、病院で見た光景だ。固

く冷たいベッドの上で震えながらも、赤ん坊の温もりを感じ笑みを浮かべ

ている母親の姿は幸せそのものだった。しかし同時に、この家族の未来

が頭をよぎった。果たしてこの国で安全に暮らせるのだろうか。この病室

に来るまでに、栄養失調や感染症に苦しむ人 を々何度も目にした。だから

こそ、この家族も同じような道をたどるのではないかと思えてならなかっ

た。

国境なき医師団に所属し困っている人に医療を提供するという夢を持っ

ている私だが、それだけで人々の末永い幸せに繋がるのか疑問を持つよ

うになった。言うまでもなく、必要なのは医療だけではなかった。人 を々

苦しめている根本的な原因は水汚染や水不足、つまりインフラの未整備

だと観察して気づいたのだ。そして、先進国の支援に頼るのではなく、発

展途上国自身が知恵を絞り、自立的に改善していくことで初めて解決に

向かうことも学んだ。

タンザニア渡航から一年、インフラ整備の一歩としてYouthTICADに参加

し「コンポストトイレによるアフリカの公衆衛生改善プラン」を練り上げ

た。このビジネスプランは、分泌物をセメントや肥料に再利用・販売し、現

地の人々が主体となって運営する仕組みだ。2023年時点で安全なトイレ

にアクセスできていないサブサハラ・アフリカ地域の人口は半数を占め、

数え切れぬほどの病気や死を招いている。しかし、この仕組みを導入する

ことで負の連鎖を断ち切ることができる。アフリカのみならず、日本でも

七割以上の自治体が管理できていないと答えた災害時のトイレ設備にも

貢献する。日本市民に災害時の携帯トイレ使用方法について教育するこ

とで、災害関連死を防ぐことを目指す。「不幸」と聞いて多くが想像するの

は、貧困で苦しむ土地かもしれないが、地震の多い日本のように、平凡な

日常にいきなり不幸な出来事が降り掛かってくることもある。私はどちら

も解決し、被害を防ぎたい。そのために互いの知識を共有し協力すること

が、尊い命を守る、幸せに近づく一歩なのだと信じている。

私はこうして目標に向かって挑戦する機会を与えられていることを幸福

に感じる。もちろん大きな壁は必ず訪れるが、第一にタンザニアに巡り会

えたこと、協力してくれる仲間を見つけられたこと、全力で応援してくれる

人がいること、人との繋がりがあったからこそ感謝できる自分がいる。渡

航前までは、自分に否定的だった。できないことに目を向け、失敗ばかり

を気にしていた。しかし、今は自分という存在をより深く理解し、他人と自

分を割り切れるようになった。異文化体験を通じ、周りが自分と全く違う

背景を持っているから、「自分は自分」と受け入れられるようになった。タ

ンザニアの人々 は貧困ながらも、サッカーやダンスなど自分が純粋に楽し

いと思うことに満面の笑みを浮かべながら過ごしていたのが印象的だっ

た。今私達に必要なのは、比較するというツールを自分の味方につけるこ

とだ。相手を蔑むのではなく、自分と相手を一人の個性あふれる存在とし

て見ることで。

そうするためには、色々な人と触れ合い、観察して、何を幸せと捉えてい

るのか、どんな生き方をしているのかを知るところから始まる。自分が幸

せだと気づく時は、地位や能力を保持しているかよりも、自分の中で世界

の見方が変わったときなのかも知れない。私がアフリカのために行動して

やっと幸せを感じられたように、自分の幸せは世界の幸せと切り離せな

いものなのだと思う。

私達が世界の幸せのためにできることは、まず周囲の出来事を知り、ど

んなに良い結果を出せたとしてもそれで終わらず学び行動し続けるこ

と。幾度と訪れる「出会い」を大切に、私は今も歩み続ける。

最優秀賞
独立行政法人
国際協力機構
理事長賞

最優秀賞
外務大臣賞

主観から未来へ
〔石川県〕

「地域とともに築く健康」
〔北海道〕

最優秀賞
文部科学大臣賞

小さな行動がつなぐ、世界の子どもの笑顔
〔福島県〕

タンザニアから見つめた幸せの鍵
〔群馬県〕

優秀賞

金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校　2年　橘　葵衣

市立札幌開成中等教育学校　4年　萬谷  いちる

福島県立福島南高等学校　1年　高橋  優衣

ぐんま国際アカデミー高等部　2年　齋藤  花ノ舞




